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むかし、 むかし、 あると ころに おじいさん とおば あ 

さんが ありました。 

こども 

子供がない ものです から、 おじいさん はすず めの 子 

を 一羽、 だいじに して、 かごに 入れて 飼って おき まし 

た。 

ある 日お じいさん はい つもの ように 山へ しば 刈りに 

行って、 おばあさん は 井戸ば たで 洗濯 をして いました。 

せんたく つか だいどころ わす 

その 洗濯に 使う のりをおば あさんが 台所 へ 忘れて 

るす ある 

い つた 留守に、 すずめの 子が ちょろちょろ かごから 歩 



き 出して、 のりを 残らず なめてし まいました。 

と かえ き さら 

おばあさん は のりを 取りに 帰って来 ますと、 お 皿の 

中にはき れいに のりが ありませんでした。 そのの り は 

みんな すずめが なめてし まった ことが 分かる と、 いじ 

の わるい おばあさん はたい へんお こって、 かわいそう 

に、 小さな すずめ をつ かまえて、 むりに 口 を あかせな 

、、ゝ ) 、 

力、 ら 

「この 舌が そんな わるさ をした のか ご 

と 言って、 はさみで 舌 をち よん 切って しまいました 

そして、 

「さあ、 どこへ でも 出て いけ ご 



チュウ、 チュウ、 チュウ ご 

こえ き よろこ 

という 声が 聞こえました。 おじいさん は 喜んで、 

こえ ほう ある かげ 

声の する 方 へ 歩いて いきます と、 やが て やぶ の 陰に か 

あか み したき 

わい らしい 赤い おうちが 見えて、 舌 を 切られた すずめ 

もん t 力 

が 門 を あけて、 お迎えに 出て いました。 

「まあ、 おじいさん、 よくい らっしゃ いました ご 

まえ 

「おお、 おお、 ぶじで いたかい。 あんまり お前が こい 

さ 

しいので、 たずねて 来ました よご 

「まあ、 それ は それ は、 ありがとう ございました。 さ 

あ、 どうぞ こちらへ。」 

こう 言つ てす ずめ はお じいさんの 手 をと つ て、 うち 



の 中へ 案^し ました。 

ま 5; て 

すずめ はお じいさんの 前に 手 をつ いて、 

「おじいさん、 だまって だいじな のりをな めて、 申し 

わけが ございません でした。 それ をお おこり もな さら 

くだ 

ずに、 ようこそ たずねて 下さいました ご 

と 言います と、 おじいさん も、 

「何の、 わたしが いなかつ たばかりに、 とんだ かわい 

そうな こと をし ました。 でもこう して また 会われた の 

で、 ほんとうに うれしい よご 

と 言いました。 

とも のこ あつ 

すずめ はきょう だい やお 友 だち のす ずめ を 残らず 集 



はすまない が、 せっかく だから もらって 帰りましょう- 

とし みち とお かる 

だが わたし は 年 をと つてい るし、 道 も 遠い から、 軽い 

ほう 

方 を もら つ て いくこと にします よご 

い かる せ お 

こう 言つ てお じいさん は、 軽い つづら を 背負わせて 

もら つ て、 

さ 

「じゃあ、 さようなら。 また 来ます よご 

ま もう き かえ くだ 

「お待ち 申して おります。 どうか 気をつけて お帰り 下 

さい まし ご 

い かどぐち おく 

と 言って、 すずめ は 門口までお じいさん を 送って 出 

ました。 



して、 どちらが いいと いうから、 わたし は 年 はとって 

みち とお かる 

いるし、 道 も 遠い から、 軽い つづらに しょうと いって 

もらって きたの だが、 こんなにい いものが 入って いよ 

うと は 思わなかった ご 

きゅう つら 

するとお ばあさん は 急 に また ふくれ つ 面 をして、 

お も まう 

「ばかな おじいさん。 なぜ 重い 方 を もらって こな かつ 

ま う ^ 、， 

たのです。 その 方が きっとた くさん、 いい ものが 入つ 

ていたでしょう にご 

「まあ、 そう 欲ば る もので はない よ。 これ だけい いも 

のが 入って いれば、 たくさん ではない かご 

「どうして たくさんな ものです か。 よしよ し、 これ か 
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